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１次評価 Ｂ ２次評価 Ｂ ３次評価 Ｃ 

 

■消費者月間記念講演会・くらしを考えるつどい相模原・こども消費者教室・くらしの講座などの事

業や講師派遣事業を通じて消費生活に関する啓発を行った。 

■消費生活展の開催 

■消費生活相談の実施 

■市内大学の学生担当者との懇談会 

■消費者・事業者・行政との交流会議 

■計量の立入検査の実施 

指標４について、講師派遣事業依頼の呼びかけを多方面にした結果、目標を達成することができた。し

かし、事業回数を上げれば数値が上がる指標との指摘を受け、評価指標に消費生活センター認知度を追

加しアンケートを実施することとした。アンケートについては、当初消費生活展開催時のみでしたが、

講師派遣事業においてもアンケートを実施するよう、アンケート様式を統一することにした。 

近年、振り込め詐欺被害や、食の安全、多重債務者問題など、消費生活センターで受ける相談は、

複雑・多様化している。悪質な被害を未然防止するためには、自分で判断し行動できる「自立した消

費者」をめざすことである。市では消費生活情報紙、ホームページ、リーフレットなどによる情報提

供や講師派遣、講座開催、消費生活展開催などあらゆる機会を捉え、情報発信していく。また、消費

生活センターの認知度を高め、多重債務者相談や契約に関すること等、気軽に消費生活センターを利

用し消費生活相談員から助言を得て自ら問題解決にあたることが出来るよう支援する。 

１ 施策の目的 

２ 取組み（目的達成するため、課題解決に向けて取り組んだ内容・事業） 

３ 実績値の分析（目標値に対する実績値について、取組み内容の効果・成果を分析する） 

４ 平成２０年度評価結果（３次評価での指摘事項及び意見） 

◆成果指標として「消費生活センター認知度」を設定すること。次のステップとして「消費生活センタ

ー利用率」なども検討する必要がある。 



 

 

改善項目 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

①成果指標の設定（消費生活セン
ター認知度） 

  
●

設定
               

                  
アンケート調査内容の検討 

                  

②成果指標の追加設定（講座参加
者の充足度）                   

                  指標設定の内容検討（アンケートへの

追加）                   

③アンケートの実施                   

●            ●      
消費生活展でのアンケート実施 

                  

       ●    ●       

講師派遣事業におけるアンケートの

実施        

評価

に反

映 

   

予算

に反

映 

      

④課題の検証                   

           ●       

認知度アップのためのＰＲ手段検討

（シール作成など）            

予算

に反

映 

      

                  
 

                  

                   
                   

 

平成 20 年 平成 21 年
５ 改善に向けたスケジュール 

平成 22 年 


